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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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こ
の
夏
、
中

国
経
済
の
変
調

を
起
因
と
し
た

世
界
同
時
株
安

と
な
っ
て
い

る
。
ド
ル
高
に

よ
る
米
国
経
済
の
不
調
や
資

源
安
に
よ
る
新
興
国
の
不
況

も
影
響
し
て
い
る
▼
か
く
い

う
わ
が
国
で
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
効
果
と
言
わ
れ
た
日
経

平
均
株
価
が
2
万
円
を
切
る

事
態
と
な
っ
て
い
る
。
賃
金

引
き
上
げ
が
ま
ま
な
ら
ず
、

さ
り
と
て
強
欲
な
国
内
資
本

の
設
備
投
資
も
伸
び
な
い
状

況
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

も
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
あ
る
▼
来
年
、
消

費
税
率
　
％
と
な
っ
て
、
イ

10

ン
フ
レ
目
標
も
未
達
成
と
も

な
れ
ば
確
実
に
安
倍
政
権
の

経
済
政
策
は
失
敗
だ
っ
た
と

は
っ
き
り
す
る
▼
7
月
の
世

論
調
査
以
来
支
持
率
と
不
支

持
が
逆
転
し
た
と
の
報
道
か

ら
す
れ
ば
、「
戦
争
法
案
」
反

対
の
運
動
次
第
で
そ
の
政
策

の
命
脈
が
尽
き
る
の
も
早
ま

る
こ
と
に
な
る
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉金
の
守
り
を
そ
ら

す
順
で
…
…
。

（
　
分
で
三
段
）

10

　
当
局
の
事
務
効
率
化

　
　
　
　
　
優
先
の
問
題

　
仕
事
の
問
題
で
は
、
管
理

運
営
部
門
で
の
定
員
減
少
・

　
８
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
、
都
内
で
第
　
回
全
国
税
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

22

23

73

た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
来
賓
の
方
を
含
め
、
延
べ
１
０
９
人
の
参
加
を
得
て
熱
心
な

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
の
問
題
や
組
織
拡
大
の
活
動
報
告
が
さ
れ
、
全
国
に
「
戦
争
法
案
」
に
反
対

す
る
運
動
が
広
が
る
中
、
大
会
の
決
意
を
示
す
「
安
倍
政
権
が
推
し
進
め
る
国
民
無

視
の
政
策
に
反
対
す
る
決
議
」
や
、
職
場
の
仲
間
に
対
し
全
国
税
の
運
動
と
組
織
へ

の
参
加
を
訴
え
る
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
平
和
、平
等
そ
し
て
公
平

　
　
三
つ
の「
 平
 」の
実
現
め
ざ
し
、

た
い
ら

　
今
こ
そ
連
帯
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
回
定
期
大
会
を
開
催

73

　
戦
後
　
年
の
節
目
を
迎
え

70

た
こ
の
夏
、
列
島
を
騒
然
と

さ
せ
る
「
戦
争
法
案
反
対
」

の
声
が
連
日
響
き
渡
っ
て
い

ま
す
。

　
政
府
は
８
月
　
日
に
川
内

11

い
ま
す
。

　
職
場
で
は
、
何
が
何
で
も

調
査
日
数
の
確
保
が
指
示
さ

れ
、
職
員
の
ゆ
と
り
を
奪
っ

て
い
ま
す
。「
内
部
事
務
の

　
代
議
員
等
か
ら
　
名
の
発

33

言
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
方

針
を
採
択
し
ま
し
た
。

原
発
の
再
稼
働
を
強
行
し
ま

し
た
。
事
故
の
「
月
命
日
」

に
当
た
る
　
日
に
強
行
し
た

11

こ
と
も
併
せ
て
、
被
災
住
民

の
心
情
を
踏
み
に
じ
る
と
、

強
い
怒
り
が
沸
き
上
が
っ
て

大
会
宣
言（
抜
す
い
）

民
と
し
て
戦
争
反
対
、
原
発

廃
炉
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
。　
職
員
の
声
を
聴
か
ず
、

職
場
の
実
態
を
無
視
し
て
労

働
強
化
を
進
め
る
国
税
当
局

の
や
り
方
を
、
民
主
的
な
職

場
運
営
、
民
主
的
な
税
務
行

政
に
改
め
さ
せ
る
た
め
、
私

た
ち
と
と
も
に
起
ち
上
が
り

ま
し
ょ
う
。

　
右
、
宣
言
す
る
。

　
２
０
１
５
年
８
月
　
日
23

　
全
国
税
労
働
組
合

　
　
第
　
回
定
期
大
会

73

方針案を提起する山本書記長

集
中
化
、
滞
納
処
分
事
務
の

集
中
化
」
な
ど
、
大
き
な
リ

ス
ク
と
職
員
の
労
働
強
化
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
施
策
を

押
し
付
け
て
い
ま
す
。
管
理

運
営
部
門
で
は
、
当
局
も
認

め
ざ
る
を
得
な
い
「
精
通
者

不
足
」
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
国
の
職
場
で
働
く
み
な

さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

　
私
た
ち
の
子
や
孫
に
、
戦

争
す
る
国
、
原
発
で
故
郷
を

追
わ
れ
る
国
を
引
き
渡
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
が
、
一
人
の
市

挨拶を行う阿部中央執行委員長

倉
屋
　
賢
二
（
岐
阜
）

塩
谷
　
亮
（
福
島
）

水
落
　
廣
之
（
新
潟
）

退
任
さ
れ
た
役
員

松
本
　
純
治
（
南
大
阪
・
再
）

山
道
　
外
誠
（
東
京
中
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村
　
満
男
（
埼
玉
・
再
）

舘
　
豊
（
東
京
南
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

磯
部
　
幸
夫
（
東
京
中
・
新
）

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

新
役
員
紹

新
役
員
紹
介介

【
中
央
執
行
委
員
長
】

細
川
　
潔
（
愛
知
・
新
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

小
林
　
寛
昭
（
東
京
南
・
再
）

稗
田
　
慶
三
（
兵
庫
県
・
再
）

山
本
　
浩
二
（
東
京
中
・
新
）

【
書
記
長
】

真
貝
　
正
治
（
埼
玉
・
新
）

【
書
記
次
長
】

木
村
　
和
由
（
東
京
東
・
新
）

【
中
央
執
行
委
員
】

阿
部
　
富
次
（
埼
玉
・
新
）

池
野
谷
　
正
美
（
愛
知
・
再
）

黒
河
内
　
隆
史
（
長
野
・
新
）

澤
田
　
孝
司
（
富
山
・
再
）

高
橋
　
誠
（
東
京
中
・
再
）

田
山
　
文
武
（
宮
城
・
再
）

長
沼
敦
志
（
道
　
東
・
再
）

一
森
　
進
治
（
東
京
中
・
再
）

朴
木
　
昭
一
（
東
京
西
・
再
）

前
川
　
幸
徳
（
愛
媛
・
再
）

新委員長として決意を述べる
　　　細川新中央執行委員長

徴
収
部
門
で
は
滞
納
額
や
件

数
の
圧
縮
な
ど
、
数
字
に
振

り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
局
は
「
ス
キ
マ
時
間
」

を
無
駄
と
考
え
る
の
か
、
そ

れ
ら
を
含
め
調
査
事
務
量
に

換
算
し
、
職
員
の
気
持
ち
に

も
余
裕
が
失
わ
れ
、
ギ
ス
ギ

ス
し
た
職
場
環
境
が
そ
こ
か

し
こ
に
現
出
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
に
お
け
る
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
推
進
は
申
告
相
談
会

場
へ
の
来
署
者
の
集
中
化
、

混
雑
は
解
消
さ
れ
ず
、
職
員

の
負
担
感
は
増
す
ば
か
り
で

す
。
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
導
入
が
職
員
の
事
務
負
担

の
増
加
に
な
る
の
で
は
と
、

危
惧
し
ま
す
。

　
全
国
税
は
職
場
内
部
の
問

題
に
限
ら
ず
、
社
会
的
な
要

求
も
掲
げ
、
要
求
実
現
に
組

合
員
一
人
一
人
が
奮
闘
し
て

い
き
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
大
会
で
新
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
細
川
で
す
。

　
私
た
ち
は
今
、
先
行
き
不

安
な
時
代
に
生
き
て
い
ま

す
。
戦
争
が
す
ぐ
そ
こ
に
近

寄
っ
て
く
る
安
保
法
案
、
企

業
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
有
利

と
な
る
労
働
法
制
、
デ
フ
レ

脱
却
と
言
い
つ
つ
、
物
価
上

昇
に
追
い
つ
か
な
い
賃
上
げ

な
ど
。

　
ま
た
、
職
場
に
目
を
移
す

と
、
追
わ
れ
る
件
数
と
求
め

ら
れ
る
調
査
内
容
の
質
、
さ

ら
に
手
続
法
の
厳
格
な
遵
守

に
よ
り
職
員
は
へ
と
へ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
部
門

で
は
調
査
事
務
量
の
確
保
、

新
委
員
長
に
細
川
氏（
東
海
）

　来賓、祝電・メッセージ

ありがとうございました

　来賓
日本共産党・宮本徹衆議院議員
国公労連・豊田勝利中央執行委員
沖縄国公労全税支部・後間貢書記長
国税ＯＢ会全国協議会・難波武久会長
　祝電・メッセージ
　全税関労働組合
　全日本国立医療労働組合
　全労働省労働組合
　全司法労働組合
　通信産業労働組合
　全法務省労働組合
　国土交通労働組合
　中国国税職員組合
　国会職員労働組合
　全経済産業労働組合
　全日本損害保険労働組合
　東京靴工組合本部
　全情報通信労働組合
　全日本年金者組合
　農民運動全国連絡会

精
通
者
不
足
の
中
あ
ら
た
な

「
内
部
事
務
の
集
中
化
、
滞

納
処
分
事
務
の
集
中
化
」
施

策
が
計
画
さ
れ
、
職
員
の
労

働
強
化
・
事
務
運
営
の
破
た

ん
を
懸
念
・
指
摘
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　
個
人
で
は
後
ろ
倒
し
さ
れ

た
確
申
期
事
務
と
調
査
事
務

量
確
保
の
問
題
が
、
法
人
で

は
通
則
法
改
正
後
の
調
査
件

数
が
以
前
の
数
へ
急
速
に
回

復
し
て
い
る
問
題
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
戦
争
法
案
」に
反
対
す
る

運
動
へ
の
参
加
呼
び
か
け
が

あ
り
、
8
月
　
日
に
は
各
地

30

で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。　

「団結ガンバロー」を唱和する大会代議員

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

8月22日から2日間
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以
前
か
ら
は
　
名
の
発
令
に

40

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。　
歳
45

以
下
の
層
で
発
令
が
集
中
し

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
も
若
い
層
に
発

令
数
が
多
い
の
は
局
員
優

遇
、
さ
ら
に
は
中
間
年
齢
層

を
飛
び
越
え
て
、
一
気
に
世

代
交
代
を
図
ろ
う
と
い
う
こ

と
も
見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
出
て
き
た
不
祥

事
の
原
因
が
、
こ
の
中
間
年

齢
層
に
あ
る
と
で
も
言
い
た

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
な

こ
と
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と

職
場
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ

な
い
当
局
に
、
風
通
し
の
い

い
職
場
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
人
事
を
撤
回

し
、
経
験
と
年
齢
を
重
視
し

た
職
場
づ
く
り
を
す
べ
き
で

す
。

職
場
の
声
・
そ
の
1

【
北
海
道
地
連
機
関
紙
】

①
身
申
の
事
情
聴
取

　
身
申
の
事
情
聴
取
で
、
女

性
は
全
員
が
二
年
位
前
か
ら

一
般
的
な
聴
取
と
は
別
に

こ
の
人
事
で
 

新
生
大
阪
局
と
な
る
の
か

【
近
畿
地
連
機
関
紙
】

　
一
連
の
不
祥
事
発
覚
に

よ
り
、「
危
機
的
状
況
に

あ
る
と
言
わ
れ
た
大
阪

局
」
は
、
今
回
の
人
事
に

よ
り
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
そ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
た
発

令
内
容
は
旧
態
依
然
と
し

た
も
の
で
し
た
。

　
職
場
を
変
革
す
る
た
め

に
は
、
現
場
の
幹
部
人
事

が
重
要
で
す
。

　
今
年
の
人
事
で
は
、
６

級
ポ
ス
ト
ヘ
の
昇
任
数
は

1
8
5
名
で
昨
年
２
０
９

名
、
一
昨
年
２
２
６
名
か

ら
見
る
と
減
少
傾
向
で

す
。
　
ま
す
ま
す
、
空
き
ポ
ス

ト
の
数
が
減
り
、
昇
任
該

当
者
が
増
え
て
い
く
と
い

う
閉
塞
し
た
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　
一
般
上
席
か
ら
の
登
用

は
、
今
年
は
　
名
で
す
。

70

昨
年
の
１
２
６
名
か
ら
大

幅
な
減
少
に
転
じ
ま
し

た
。
代
わ
り
に
、
局
員
・

総
括
上
席
・
総
務
補
佐
と

い
う
、
ラ
イ
ン
に
乗
っ
た

人
事
が
目
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
当
局
の
回
答

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
従
来
の
上
意
下
達
、
意

の
ま
ま
に
動
か
せ
る
職
場

を
作
り
た
い
と
い
う
の
で

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。　

　
一
気
に
世
代
交
代
か

　
　
歳
以
上
の
年
齢
層
と

50
な
る
、
普
　
期
、
専
　
期

43
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ペ
ー
パ
ー
を
用
意
し
て
一

律
に
意
向
を
確
認
し
て
い

る
ら
し
い
。

　
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し

た
ら
ポ
ス
ト
を
め
ざ
す

か
、
地
方
に
異
動
し
て
も

よ
い
か
と
毎
年
必
ず
聞
い

て
く
る
。

　「
子
ど
も
が
小
学
校
に

入
れ
ば
手
が
か
か
ら
な

い
、
と
い
う
線
引
き
は
お

か
し
い
。

　
子
ど
も
が
小
学
校
に
入

れ
ば
ポ
ス
ト
を
目
指
す

か
、
と
い
う
設
問
も
お
か

し
い
と
思
う
」。

②
人
事
異
動

　
毎
年
七
月
三
日
の
内
示

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
転

勤
一
年
目
の
職
員
で
も
配

転
の
心
配
を
し
て
し
ま
う

と
一
言
。
ま
た
、
在
札
署

に
勤
務
し
て
い
る
再
任
用

の
職
員
か
ら
は
、「
単
身

赴
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

発
令
を
受
け
る
と
、
生
活

が
破
綻
す
る
」
と
心
配
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

 事
務
効
率
化
優
先

　
 本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

定期大会で発言する後間書記長

盟
し
て
い
る
。
道
路
を
管
轄

す
る
国
道
事
務
所
の
職
員
が

入
る
労
働
組
合
・
開
建
労
は

国
公
労
連
。
4
月
　
日
の
集

23

会
に
合
同
で
、
職
員
の
健
康

を
守
る
運
動
を
し
始
め
て
い

る
。
　
安
倍
政
権
の
強
行
を
本
土

と
沖
縄
の
運
動
を
連
帯
し
て

粉
砕
し
て
い
く
。（
要
旨
）

だ
し
、
二
重
の
手
間
と
い
う

も
の
で
も
あ
り
、
職
場
で
評

判
は
悪
い
。

管
理
運
営
部
門
の
現
状

執
行
部
・
木
村

　
源
泉
か
ら
は
納
付
の
直
し

方
で
苦
情
が
あ
り
、
課
税
で

は
問
題
と
な
っ
て
戻
っ
て
く

る
。
仕
事
の
流
れ
が
分
か
ら

な
い
。
法
人
が
入
力
し
て
い

た
時
期
は
、
一
連
の
流
れ
が

分
か
っ
て
い
る
か
ら
、
上
手

に
直
せ
る
が
、
管
理
運
営
部

門
で
や
っ
て
い
れ
ば
、
流
れ

が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
何
年

経
っ
て
も
上
手
く
は
で
き
な

い
。
な
ん
と
か
元
に
戻
す
よ

う
な
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
、
と
思
っ
て
い

る
。

括
と
チ
ー
フ
が
呼
ば
れ
た
中

で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
上
で
後
ろ

に
し
た
だ
け
で
何
の
施
策
も

な
い
な
か
で
、「
後
ろ
倒
し
」

と
は
言
わ
な
い
、
と
い
う
意

見
が
相
次
い
だ
。
前
年
の
数

字
を
前
提
に
す
れ
ば
、
そ
う

い
う
問
題
が
ま
た
起
き
て
く

る
。

精
査
印
事
務

九
州
・
本
田
代
議
員

　
熊
本
局
の「
精
査
印
事
務
」

に
動
き
が
あ
り
、
二
組
の
交

渉
で
「
事
務
処
理
手
順
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、「
事
務

の
簡
素
化
に
つ
い
て
」
の
伝

達
が
あ
っ
た
。

　
内
容
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
変
え
る
と
い
う
も
の
。
た

に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
今
年

は
、
例
年
よ
り
2
か
月
遅
れ

て
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
は
、
6
月
の
統
括
官
等
の

評
価
を
踏
襲
す
る
と
い
う
文

言
が
削
除
さ
れ
、
当
局
も
言

い
回
し
を
変
化
さ
せ
て
き
て

い
る
。

後
ろ
倒
し

執
行
部
・
朴
木

　
後
ろ
倒
し
ま
で
の
間
、
確

定
申
告
事
務
に
従
事
し
な

い
、
と
し
た
だ
け
。
そ
の

分
、
調
査
を
し
た
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
事
務
日
誌
上
、
確
定
申
告

事
務
が
極
端
に
減
り
、
そ
れ

を
基
に
掛
け
算
す
る
だ
け
で

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
6
月
の
反
省
会
で
は
、
統

す
、
と
い
う
の
は
、
納
税
者

の
観
点
か
ら
も
良
く
な
い
。

　
今
の
当
局
の
や
ら
せ
方
を

批
判
し
て
い
き
た
い
。

6
月
仮
評
価
の
矛
盾

関
信
・
黒
河
内
代
議
員

　
水
落
さ
ん
の
Ｃ
評
価
を
是

正
さ
せ
る
た
た
か
い
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
6
月
の
仮
評
価
で
評
価
を

す
る
と
い
う
矛
盾
点
を
突
い

て
き
た
。

　
当
局
も
指
示
文
書
を
徐
々

安倍政権が推し進める国民無視の政策に反対する決議
１　2014年7月1日、安倍首相は集団的自衛権行使を容認する閣議決定を
行い、それから10か月後の2015年5月14日には、その閣議決定を具体化
するため、海外で戦争に参加するために法律「改正」を要する10の法律を
束ねた「平和安全法制整備法案」と従前の特措法にかわり自衛隊に海外派遣
を恒久化する「国際平和支援法案」のいわゆる「戦争法案」を国会に提出し
ました。
　この戦争法案の大きな問題点は、①「存立危機事態」について、時の政府
の身勝手な判断で、②自衛隊がアメリカの戦争にいつでも、どこでも、どん
な戦争にでも世界中で「切れ目なく」参加できる事になり、③自衛隊に「防
衛出動」が命じられた時には、強制的に民間企業にも協力が求められ、④拒
んだ場合には、懲役7年の刑事罰に処せられる事になる点です。　
　戦後70年、日本国憲法第9条の下で、海外派兵により一度も他国民を殺
すことなく歩んできた平和主義を根本から覆す戦後最悪の法案に間違いあ
りません。

２　歴代内閣法制局長官も認めてこなかった集団的自衛権の行使容認を一
内閣の閣議決定で解釈変更した事は、立憲主義の否定であり、法案を国会に
提出する前に今夏での成立をアメリカ政府と約束してきた事は、国民も国
会もないがしろにする事です。また、審議すればするほど問題点が浮き彫
りになり、安倍首相自らも「説明が不十分」と認めた中で、7月16日の衆
議院での強行採決は、数の力だけに頼った蛮行でした。

３　また、「オール沖縄」で反対している辺野古への米軍基地移設の問題や
国民の過半数が反対している原発再稼働の問題、アメリカや日本の大企業
が利するＴＰＰの締結、消費税率の引き上げ、労働法制の改悪など、民意を
無視した政策を強引に推し進めることは自公政権による「独裁」であり、民
主主義国家としての体を投げ捨てるものです。

４　私たちは自公政権の「独裁」を許した覚えはありません。
　いま、労働者だけでなく、学者、弁護士、文化人、子育て中のママ、大学
生、高校生らが声を挙げ始めています。毎週の様に、数千人から数万人の民
衆が国会を包囲し、全国津々浦々で反対集会が開かれています。
　　これまでにない行動とそのエネルギーが、私たちに勇気と確信を与え
てくれます。このまま国民無視の政策を推し進めるならば、私たちは国民
と共に独裁政治をストップさせるためのたたかいを強めます。　　　　　　
　　　　　　以上、決議する。

　　　2015年8月23日　　全国税労働組合第73回定期大会

安

案

按

闇
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管
理
運
営
の
再
任
用
職
員

北
陸
・
後
藤
代
議
員

　
再
任
用
は
定
員
の
外
で
、

皆
が
楽
に
な
る
は
ず
だ
が
、

定
員
が
減
る
と
休
み
の
日
が

あ
る
の
で
、
実
人
員
は
減
に

な
る
。
実
員
の
計
は
、
そ
う

そ
う
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
事
務
量
が
変
わ
ら
な
い

か
ら
。

　
再
任
用
が
増
え
て
、
金
曜

日
だ
け
を
休
ん
で
い
る
と
、

他
の
職
員
が
金
曜
日
に
休
め

な
く
な
っ
て
い
る
。

　
定
員
が
減
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
再
任
用
の
配
置
は
上

乗
せ
な
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ

も
こ
う
い
う
問
題
は
生
じ
な

い
。

静
か
な
機
構
改
革

執
行
部
・
高
橋

　
東
京
で
は
、
小
規
模
署
の

事
務
の
集
中
化
は
導
入
さ
れ

て
い
な
い
が
、
東
京
上
野
と

浅
草
の
個
人
課
税
部
門
に
つ

い
て
、
事
後
処
理
を
東
京
上

野
で
セ
ン
タ
ー
化
し
て
処
理

す
る
、
と
い
う
試
行
が
始

ま
っ
て
い
る
。
東
京
上
野
に

併
任
を
か
け
、
浅
草
は
事
後

処
理
が
な
く
な
る
の
で
、
そ

の
分
調
査
、
と
い
っ
て
い

る
。
　
何
で
も「
効
率
化
」と
い
っ

て
い
る
が
、「
本
当
に
そ
れ

で
い
い
の
か
」
と
い
う
視
点

で
、
分
析
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
な
ん
で
も
併
任
か

け
れ
ば
、
ど
こ
で
も
行
き
ま

 全国税・沖縄国公労
 全税支部協議会
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　　８月22日開催

本
土
と
沖
縄
の
運
動
の
連
帯

沖
縄
国
公
労
全
税
支
部

　
後
間
書
記
長
の
あ
い
さ
つ

　
政
府
が
行
っ
た
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定
と
、
法
案

審
議
で
は
、　
日
ル
ー
ル
で

60

強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
そ
の

ま
ま
の
内
容
で
、
日
米
安
保

同
盟
の
強
化
そ
の
も
の
だ
。

　
沖
縄
国
公
労
は
連
合
に
加

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

大会の討議
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